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和歌山県立医科大学法医学教室の研究紹介�

　当教室は、文字通りの「法医学」で、病理学でも、皮膚科学、形成外科学、

外科学でもなく、日頃は、和歌山県下の犯罪死体や犯罪関与が疑われる

ご遺体についての解剖を本務としている。したがって、読者の方 に々おかれては、

このような法医学教室が何故、創傷治癒なのかと、単純に疑問を抱かれるだ

ろう。そこで、まずは始めに、法医学と創傷治癒の関わりについて簡単に説明

すると、法医解剖においては、様々な損傷が観察されるわけですが、特に治

癒傾向にある損傷では、その損傷がどれくらい前から存在していたのか（損

傷の受傷後経過時間）が、大きな問題となることがある。したがって、我々法

医学者は、損傷の受傷後経過時間を推定しなければならない。そこで、そ

の損傷の治癒がどの程度進んでいるのかを形態学的手法を中心に検査す

るわけである。そのなかで、１９９３年に皮膚損傷治癒過程での種々の炎症性

サイトカインの発現動態と受傷後経過時間の関係に取り組んだのが、現在

の研究への第一歩で、現在では遺伝子改変動物や分子生物手法を駆使し

て、創傷治癒の研究に取り組んでいる。以下に、ここ数年の研究成果の一

部、並びに今後の展望について簡単に紹介する。�

代表的炎症性サイトカインであるTNF-aのreceptor type1（TNF-Rp55）, 

IL-6のノックアウトマウス（KO）における皮膚の創傷治癒過程について検

討したところ、いずれのKOマウスでもマクロファージ浸潤が、対照群と比

較して減弱していたにもかかわらず、TNF-Rp55KOマウスでは、創傷治

癒が促進しており、IL-6KOマウスでは、治癒が遅延していた。したがって、

創傷治癒においてTNF-aは負の因子として、IL-6は正の因子であること

が判明すると同時に、この両者のKOマウスに認められた治癒過程の

違いは、TGF-βの発現が、対照群と比較して前者では増強しており、後

者では減弱していたことによるものであった。従来創傷治癒においては、

マクロファージ浸潤が必要不可欠であると考えられていたが、我々の研究

において、マクロファージ浸潤よりもTGF-βの発現そのものが、創傷治癒

の結果を左右することを明らかにした。�

IFN-γKOマウスでは、IFN-γのシグナル伝達物質Stat1の活性化が減弱

することにより、TGF-βの負のシグナル伝達物質Smad7の発現が抑制

され、その結果としてのTGF-βの正のシグナル伝達物質Smad2/3の活

性化が亢進し、治癒が促進していた。一方、IL-1receptor antagonist 

（IL-1ra）のKOマウスでは、NF-kBが過剰に活性化されることにより、
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Smad 7の発現が増強し、治癒が遅延した。このよう

に、創傷治癒過程におけるTGF-β/Smadsシグナル

と様々なサイトカインシグナルとのクロストークが、治

癒を制御していることを明らかにした。�

このように種々のノックアウトマウスを用いて、創傷治

癒の分子メカニズムの解明に取り組んでおり、さらに、

現在は皮膚の創傷治癒のみならず、肺や肝臓の創

傷治癒についての研究をも進めている。�
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WRRに第34回日本創傷治癒学会英文抄録が掲載されました�

第34回日本創傷治癒学会において発表された内容の英文抄録がWound Repair and Regenerationの

Volume14 No.1に掲載されました。日本創傷治癒学会における会員の皆様の研究レベルを世界に発信する

良い機会になりました。お忙しい中、英文抄録をご提出頂きました会員の皆様のご尽力に感謝いたします。�

日本創傷治癒学会 各種委員会（2006年度）� 【敬称略】�

財務委員会�

担当理事・委員長 嶋田　紘�
委　員 内沼　栄樹�
 竹之下誠一�
 山崎　洋次�
�
�
規約委員会�

担当理事・委員長 岡田　保典�
委　員 穴澤　貞夫�
 貴志　和生�
 田尻　孝�
 平田　公一�
 吉村　陽子�
�
�
評議員選考委員会�

担当理事・委員長 中島　龍夫�
委　員 赤坂　喜清�
 秋田　定伯�
 雑賀司珠也�
 永田　見生�
 篠澤洋太郎�
 炭山　嘉伸�
�
�
国際委員会�

担当理事・委員長 小野　一郎�
委　員 赤坂　喜清�
 磯貝　典孝�
 篠澤洋太郎�
 徳永　昭�
 吉田　昌�

広報委員会�

担当理事・委員長 石井　壽晴�
委　員 坂本　長逸�
 真田　弘美�
 徳永　昭�
 丸山　優�
�
�
関連学会協議委員会�

担当理事・委員長 野崎　幹弘�
委　員 岩井　武尚�
 桑野　博行�
 黒柳　能光�
 中塚　貴志�
�
�
将来構想検討委員会�

担当理事・委員長 落合　武徳�
委　員 秋田　定伯�
 岩井　武尚�
 大谷　吉秀�
 白水　和雄�
 畠山　勝義�
�
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ガイドライン作成ワーキング委員会�

担当理事・委員長 大谷　吉秀�
事務局 和田　則仁�
委　員 秋田　定伯�
 穴澤　貞夫�
 篠澤洋太郎�
 徳永　昭�
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WRRに会員の論文が掲載されました�

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume1４ No.１に掲載されました。論文名、著者は下

記の通りです。�

投稿規程に関しましては、Blackwell Publishing Synergy Web site （http://www.blackwell-synergy. 

com）にありますWRR学会誌のページ､又は各巻頭に掲載されておりますInformation for authorsをご

参照下さい。なお、円滑な審査を行うために、２００４年度よりオンライン投稿を推奨しております。�

黒川　一郎 先生　三重大学皮膚科�
「Cytokeratin, filaggrin, and p63 expression in reepithelialization during human cutaneous 
wound healing 」�
P.38～45�
�
貴志　和生 先生　慶應義塾大学形成外科�
「Mutual dependence of murine fetal cutaneous regeneration and peripheral nerve 
regeneration」�
P.91～99


